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執執筆筆要要綱綱   
2022 年 3 月現在  

 
 
1. 『ふらんぼー』（Flambeau）は、東京外国語大学フランス語研究会の出版するオンライ

ン年刊誌である。フランス語圏の言語、文化、歴史、社会についての研究、または、比

較文化研究に関わる幅広い分野から原稿を募集する。以下のジャンルに投稿すること

ができる。  
 論文  
 研究ノート  
 その他（例：翻訳、図書紹介、研究会報告等）  

 
2. 『ふらんぼー』（Flambeau）48 号の執筆希望者は 2022 年 9 月 5 日（月）までに、以下

の項目を「執筆希望届」と題し、E メールで flambeau@tufs.ac.jp 宛に提出すること。執

筆者には抜刷を送付する。  
 執筆者名、連絡先住所、E メールアドレス  
 仮タイトル、予定枚数、記事のジャンル別。  

 
3. 執筆希望者は、事務局より  E メール  の添付ファイルで Word による書式見本を受け取

り、その書式に従って執筆すること。書式設定は変更しないこと。  
 
4. 『ふらんぼー』（Flambeau）48 号の原稿提出締め切りは、 2022 年 11 月 28 日（月）で

ある。原稿は E メールに添付し、Word ファイルで送ること。締め切りは厳守。この期

日以降は、原則として原稿を受理しない。  
 
5. 掲載の可否は、編集専門委員会の判断による。論文として十分なレベルに達していな

くても、編集専門委員会の判断により、研究ノートなどに掲載が可となる場合がある。  
 

6. 査読結果に従い、掲載可となった執筆者は、査読コメントを踏まえ、最終原稿を準備

すること。また、執筆者は最終原稿を入念に推敲・校正したうえで提出すること。  
 

7. 『ふらんぼー』（Flambeau）の著作物の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモ

ンズ表示  4.0 国際ライセンス（CC－BY）下に提供する。  
 

『ふらんぼー』（Flambeau）47 号編集委員  
秋廣  尚恵、荒原  邦博、川口  裕司、芹生  尚子、田邊  佳美  

 

 
© ふらんぼー  Flambeau 47（ 2021）  

183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 東京外国語大学フランス語研究室  
183-8534 French Section,  Tokyo University  of  Foreign Studies, 3-11-1 
Asahi-cho Fuchu City,  Tokyo 
本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ラ

イセンス (CC-BY)下に提供します。  
https: //creativecommons.org/ licenses/by/4.0/deed.ja 
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東東京京外外国国語語大大学学フフラランンスス研研究究会会  

会会則則  
 

第1章  名称及び事務所  
第1条  本会は「東京外国語大学フランス研究会」と称する。  
第2条  本会は事務所を東京都府中市朝日町 3-11-1 東京外国語大学フランス語教育準備

室に置く。  
 

第2章  目的及び活動  
第３条  本会はフランス語、フランス文学、フランス文化、フランス史研究の発展に資する

ことを目的とする。  
第４条  本会は前条の目的を達するために、次の活動を行う。  

１）  研究機関誌「ふらんぼー」の年一回の発行。  
２）  研究会等の開催。  
３）  その他本会の目的にそう活動。  

 
第3章  総会  

第５条  原則として年一回総会を開催する。  
 

第4章  会員  
第６条   本会会員は正会員及び賛助会員の二種とする。正会員は東京外国語大学フラン

ス語専攻教官、大学院博士前期課程、博士後期課程の在学生、卒業生、及び大学院

外国語研究科ロマンス系言語専攻フランス科卒業生とする。  
 東京外国語大学フランス語専攻在学生及び卒業生、並びに東京外国語大学フラ

ンス語学科、東京外国語学校フランス語部、東京外事専門学校フランス科の卒業

生は賛助会員になる事が出来る。  
 以上の教官、卒業生、在学生以外の者も第 5 章 7 条に定める運営委員の認定に

より正会員あるいは賛助会員となる事が出来る。  
 

第5章  運営組織  
第７条  総会において正会員より運営委員を若干名選出する。運営委員は「ふらんぼー」の

編集、発行、正会員及び賛助会員への発想並びに研究会等の開催を行う。  
第８条  研究機関誌「ふらんぼー」編集に関する全ての権限は上記運営委員に属するもの

とする。  
 

第6章  改正  
第９条  本会則の改正は、総会の議決を経て行われる。  
 

（1979 年 5 月 23 日）  
（2000 年 10 月 1 日  改訂）  

(2017 年 7 月 7 日改訂）  
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東京外国語大学フランス語研究室論集 『ふらんぼー』 (Flambeau) 47 
2022 年 3 月 31 日  発行  

 

発行 〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 

東京外国語大学フランス語研究室フランス研究会  

flambeau@tufs.ac.jp 

 
編集委員 秋廣  尚恵、荒原  邦博、川口  裕司（編集代表）、芹生  尚子、田邊  佳美  

編集協力 Jean-Philippe Croteau, Evrard d’Ableiges、杉山  香織、近藤  野里、  

古賀  健太郎、竹下  和亮、清宮  貴雅  

 

 

日本ルート印刷出版株式会社／AK サトウ  

編  集  後  記  

『ふらんぼー』（Flambeau）  47 号をお届けいたします。47 号は川口が担当

しました。 

去年度から続くコロナ感染症ですが、オンライン研究会やシンポジウムが活

発に実施され始めています。ZOOM 会議の良い面と悪い面も理解されるよう

になってきました。院生たちも旅費等の費用をかけずに発表ができるようにな

ったことは良い面でしょう。その半面、学会を通じて人間関係を構築すること

が難しくなりました。今後どのようになって行くのか、まだまだ先を予測できない

状況が続いています。そうした中で今年も『ふらんぼー』がそれぞれの研究者

に成果発表の機会を提供することができたことは喜ばしいことです。  

今年度は、言語学、歴史学、社会学、文学の分野から合計 7 編の論文が

寄せられました。今後も『ふらんぼー』の出版が継続されることを望む次第で

す。                                                     （Y.K）  
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